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特別記事

特
別
記
事

中
川
昌
郎
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
中
川
昌
郎
君
が
博
士
（
法
学
）
の
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し
た

『
中
国
指
導
者
層
の
統
計
的
分
析
i
中
国
研
究
へ
の
多
変
量
解
析
の
導
入

ー
』
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
序
論

　
第
一
部
　
中
国
共
産
党
政
治
局
の
統
計
的
分
析
・
特
性
値
を
用
い
た
考

察　
　
第
一
章
は
じ
め
に

　
　
第
二
章
手
法
の
説
明

　
　
　
第
一
節
　
デ
ー
タ
の
選
択
に
つ
い
て

　
　
　
第
二
節
　
計
算
方
法

　
　
　
第
三
節
　
結
果

　
　
第
三
章
　
結
語

　
　
第
四
章
　
展
望

　
第
二
部
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
の
統
計
的
分
析
・
去
就
状
況
を
用

い
た
考
察

　
　
第
一
章
は
じ
め
に

　
　
第
二
章
　
手
法
に
つ
い
て
の
説
明

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

第
三
部

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
　
第
一
節

　
　
第
二
節

　
　
第
三
節

　
　
第
四
節

　
　
第
五
節

　
第
五
章

結
論

　
計
算
結
果

　
既
存
の
学
説
と
の
比
較

　
結
語

中
国
地
方
指
導
者
層
の
統
計
的
分
析

　
は
じ
め
に

　
デ
ー
タ
の
選
択

　
手
法
の
説
明

　
出
力
結
果
に
つ
い
て

　
党
の
場
合

　
人
民
代
表
大
会
の
場
合

　
人
民
政
府
の
場
合

　
軍
の
場
合

　
政
治
協
商
会
議
の
場
合

結
語

［
付
　
論
］

　
　
「
研
究
紹
介
・
計
量
分
析
を
用
い
た
こ
れ
ま
で
の
中
国
研
究
」

　
本
論
文
は
中
国
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
指
導
者
層
に
つ
い
て
の
各

種
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
計
量
分
析
の
手
法
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

分
析
対
象
と
し
て
は
、
中
国
の
中
央
と
地
方
の
指
導
者
層
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
第
一
部
に
お
い
て
は
一
九
四
五
年
か
ら
八
三
年
に
至
る
三
八

年
間
の
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
の
メ
ン
バ
ー
の
出
身
地
、
年
齢
な
ど
の
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経
歴
を
デ
ー
タ
化
し
、
類
似
性
の
強
い
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
「
ク
ラ
ス

タ
ー
分
析
」
を
行
い
、
メ
ン
バ
ー
の
経
歴
と
こ
の
間
の
政
治
変
動
と
の
間

に
一
定
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
二
部
に
お
い
て

は
、
一
九
四
五
年
か
ら
八
O
年
ま
で
の
三
五
年
間
の
中
国
共
産
党
中
央
政

治
局
メ
ン
バ
ー
の
去
就
状
況
と
こ
の
間
の
中
国
政
治
の
変
動
過
程
と
の
関

係
を
「
数
量
化
理
論
第
三
類
」
に
よ
っ
て
分
析
し
、
両
者
の
間
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
三
部
に
お
い
て
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
八
四
年

ま
で
の
五
年
間
の
地
方
指
導
者
層
の
異
動
の
状
況
を
対
象
と
し
て
、
「
主

成
分
分
析
」
に
よ
っ
て
人
事
異
動
に
見
ら
れ
る
法
則
性
を
析
出
し
て
い
る
。

　
中
国
の
指
導
者
の
出
身
地
に
関
す
る
研
究
は
、
中
国
政
治
を
理
解
す
る

上
で
の
重
要
な
要
因
と
し
て
多
く
の
中
国
政
治
の
研
究
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
の
開
催
ご
と
に
中
央
委
員
あ
る
い
は
中

央
政
治
局
の
メ
ン
バ
ー
の
出
身
地
の
区
分
や
比
率
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

考
察
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
一
九
六
〇
年
代
及
び
七
〇
年
代
の
わ
が
国
の

中
国
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
の
中
心
的
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
も
い

っ
て
よ
い
。
第
一
部
で
中
川
君
は
人
事
異
動
が
明
確
に
公
表
さ
れ
る
中
国

共
産
党
中
央
政
治
局
メ
ン
バ
ー
す
な
わ
ち
中
央
政
治
局
員
お
よ
び
委
員
候

補
の
異
動
に
着
目
し
、
そ
の
出
身
地
と
生
年
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
整
理

し
、
一
九
四
五
年
か
ら
八
三
年
ま
で
各
年
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
の
出
身
地
相

互
の
距
離
を
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
か
け
、
中
央
政
治
局
メ
ン
バ
ー
の
出
身

地
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
分
け
を
す
る
。
こ
の
結
果
、
「
湖
南
省
出
身
者
グ
ル

ー
プ
」
の
存
在
を
確
認
す
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
結
合
の
強
度
と
規
模
は

た
と
え
ば
、
朱
徳
な
ど
四
川
省
出
身
者
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
て
は
る
か
に

強
大
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
湖
南
省
グ
ル
ー
プ
は
文
化
大
革
命
を
契
機
と

し
て
衰
退
に
転
じ
、
一
九
六
七
年
以
後
湖
南
省
グ
ル
ー
プ
は
急
激
に
減
少

し
、
六
九
年
に
は
毛
沢
東
一
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
六

九
年
か
ら
台
頭
し
て
き
た
の
が
、
董
必
武
や
李
先
念
、
林
彪
ら
「
湖
北
省

グ
ル
ー
プ
」
で
あ
る
。
湖
北
省
グ
ル
ー
プ
は
七
三
年
の
十
全
大
会
を
経
て
、

七
六
年
の
毛
沢
東
死
去
に
至
る
ま
で
の
間
政
治
局
の
中
で
結
び
つ
き
の
強

さ
と
規
模
の
点
で
最
大
の
集
団
と
し
て
存
続
す
る
。
し
か
し
十
一
全
大
会

以
後
は
こ
の
よ
う
な
出
身
地
グ
ル
ー
プ
は
存
在
し
な
く
な
る
と
い
う
。
な

お
一
九
四
五
年
か
ら
八
三
年
ま
で
の
間
地
方
グ
ル
ー
プ
と
し
て
最
も
結
合

力
が
強
か
っ
た
の
は
湖
北
省
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
湖
南
省
、
江
西
省
、
四

川
省
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
に
次
ぐ
と
す
る
。

　
第
二
部
に
お
い
て
中
川
君
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

通
じ
て
分
析
さ
れ
て
き
た
中
国
指
導
者
層
に
つ
い
て
の
研
究
業
績
を
、
中

央
政
治
局
メ
ン
バ
ー
の
人
事
異
動
の
デ
ー
タ
に
計
量
分
析
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
検
証
す
る
と
い
う
野
心
的
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
中
国
共
産

党
の
最
高
意
思
決
定
機
関
は
全
国
代
表
大
会
と
そ
こ
で
選
出
さ
れ
る
中
央

委
員
会
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
全
国
代
表
大
会
と
中
央
委
員
会
の

人
事
異
動
に
つ
い
て
公
表
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
必
ず
し
も
均
質
で
は
な
い
。

そ
こ
で
中
川
君
は
各
年
ご
と
に
均
質
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
中
央
政
治
局

メ
ン
バ
ー
を
対
象
と
し
て
計
量
分
析
を
行
っ
た
。
使
用
し
た
計
量
的
分
析

手
法
は
元
統
計
数
理
研
究
所
の
林
知
己
夫
の
開
発
し
た
数
量
化
理
論
第
三

類
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
央
政
治
局
委
員
及
び
委
員
候
補
の
就
任
や

解
任
と
い
っ
た
質
的
（
定
性
的
）
変
数
を
数
量
化
し
、
こ
の
変
数
に
対
し
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て
似
通
っ
た
関
係
を
持
つ
政
治
局
メ
ン
バ
ー
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、
そ
の
グ

ル
ー
プ
の
も
つ
共
通
の
特
性
を
導
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
当
然
の
こ

と
な
が
ら
時
期
区
分
と
こ
れ
に
加
え
て
「
穏
健
対
急
進
」
あ
る
い
は
「
文

革
対
非
文
革
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
析
出
さ
れ
た
。
中
国
現
代
政
治
史
の

時
期
区
分
に
つ
い
て
は
（
イ
）
中
嶋
嶺
雄
「
現
代
中
国
三
〇
年
の
政
治
過

程
」
　
（
ロ
）
中
村
公
省
「
中
国
対
外
政
策
の
転
変
」
　
（
ハ
）
》
目
ω
費
－

冨
拝
　
黛
§
ミ
罫
き
、
霧
。
。
麟
鷺
噛
O
ミ
醤
9
、
。
。
↓
ミ
ま
§
§
8
S
鳴
、
o
無
－

旨S肉

轟
（
二
）
太
田
勝
洪
「
中
国
対
外
政
策
の
軌
跡
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

（
イ
）
は
中
国
の
内
政
、
外
交
双
方
の
視
点
か
ら
区
分
を
し
て
お
り
、
（
ロ
）
は

も
っ
ぱ
ら
中
国
の
対
外
姿
勢
の
側
面
か
ら
時
期
区
分
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
中
川
君
の
分
析
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
時
期
区
分
に
よ
る
と
、
文

化
大
革
命
の
時
期
を
例
外
と
し
て
、
（
ロ
）
～
（
二
）
説
は
、
中
央
政
治
局
の
変

動
状
況
と
ほ
と
ん
ど
整
合
性
を
有
し
て
お
ら
ず
、
（
イ
）
の
中
嶋
説
の
み
分

析
結
果
と
緩
い
整
合
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
中
川
君
は
中
央

政
治
局
に
お
け
る
人
事
異
動
は
、
外
交
政
策
の
変
動
に
よ
っ
て
は
ほ
と
ん

ど
影
響
を
受
け
ず
、
む
し
ろ
内
政
な
か
ん
ず
く
経
済
政
策
等
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
て
い
る
と
結
論
し
て
い
る
。

　
第
三
部
で
は
中
川
君
は
、
中
国
の
二
九
（
一
九
八
四
年
当
時
）
の
一
級

行
政
区
に
お
け
る
五
つ
の
地
方
組
織
（
中
国
共
産
党
、
人
民
代
表
大
会
、

人
民
政
府
、
軍
、
政
治
協
商
会
議
）
の
人
事
異
動
の
状
況
を
一
九
七
九
年

か
ら
八
四
年
ま
で
の
各
月
ご
と
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
お
よ
び
同
様
に
多
変

量
解
析
の
一
種
で
あ
る
主
成
分
分
析
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
分
析
結
果
を
本
論
文
脱
稿
時
点
で
、
入
手
可
能
で
あ
っ
た
各
一
級
行

政
区
の
社
会
、
政
治
、
経
済
な
ど
に
関
す
る
種
々
の
数
値
デ
ー
タ
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
五
つ
の
組
織
の
人
事
異
動
の
要
因
を
考
察
し
た
。
分
析
の
結

果
、
軍
を
除
く
四
組
織
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
に
法
則
性
が
存
在
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
中
川
君
は
こ
の
五
つ
の
組
織
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
役
職
者
の
人
事
異
動

の
相
関
を
も
と
め
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
い
、
北
京

市
以
下
二
九
の
特
別
市
、
省
に
み
ら
れ
る
人
事
異
動
の
パ
タ
ー
ン
分
類
を

行
い
、
そ
の
原
因
を
検
討
す
る
た
め
主
成
分
分
析
を
試
み
て
い
る
。
主
成

分
分
析
と
は
、
多
く
の
変
量
の
値
を
で
き
る
だ
け
情
報
の
損
失
な
し
に
ひ

と
つ
、
ま
た
は
少
数
個
の
主
成
分
に
合
成
す
る
手
法
で
あ
る
。
以
上
の
作

業
か
ら
次
の
四
つ
の
結
論
が
引
き
出
さ
れ
た
。
第
一
は
、
人
民
代
表
大
会

に
つ
い
て
で
あ
る
。
各
級
人
民
代
表
大
会
の
人
事
異
動
を
見
る
か
ぎ
り

「
中
華
人
民
共
和
国
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大

会
選
挙
法
し
が
、
中
共
の
指
導
下
に
法
律
の
字
義
通
り
に
厳
密
に
実
旋
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
二
は
人
民
政
府
と
人
民
代
表
大

会
に
つ
い
て
で
あ
る
。
人
民
政
府
と
人
民
代
表
大
会
の
人
事
異
動
の
要
因

に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
共
通
性
が
高
い
。
両
者
に
は
密
接
な
関
係
が
あ

り
、
憲
法
の
規
定
す
る
人
民
政
府
と
人
民
代
表
大
会
の
関
係
が
規
定
通
り

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
第
三
は
中
国
共
産
党
に
つ
い
て

で
あ
る
。
中
国
共
産
党
地
方
組
織
の
人
事
異
動
は
地
方
人
民
代
表
大
会
お

よ
び
地
方
人
民
政
府
の
場
合
と
こ
と
な
り
、
各
一
級
行
政
区
独
自
の
人
事

異
動
の
ル
ー
ル
に
依
拠
し
て
い
る
部
分
の
大
き
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

第
四
は
、
政
治
協
商
会
議
と
軍
に
つ
い
て
で
あ
る
。
政
治
協
商
会
議
の
人

109



法学研究67巻6号（’94：6）

事
異
動
は
一
般
行
政
区
間
で
特
定
の
何
ら
か
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
た
が
、
そ
の
ル
ー
ル
の
解
釈
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
公

開
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
軍
に
つ
い
て
は
、
軍
の

人
事
異
動
が
各
一
級
行
政
区
の
他
の
組
織
の
人
事
と
は
関
係
な
く
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
軍
の
人
事
異
動
は
そ
れ
以
外
の
例
え
ば
上

級
の
軍
区
と
の
関
連
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
中
国
研
究
の
主
流
は
入
手
し
得
た
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て

そ
の
研
究
者
の
研
究
の
蓄
積
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
洞
察
力
に
よ
り
な

が
ら
推
論
を
展
開
す
る
記
述
的
研
究
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
の

中
国
政
治
の
研
究
に
お
い
て
計
量
的
分
析
手
法
を
導
入
し
た
研
究
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
中
国
に
お
け
る
中
央
、
地
方
の
指

導
者
層
を
研
究
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
、
そ
の
異
動
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

中
国
に
お
け
る
政
治
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
に
お
い
て
指
導
者
層
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
基
盤
や
背
景
に
見
ら
れ
る
法
則
性
を
析
出
し
た
こ
の
研
究
は

大
規
模
な
計
量
分
析
と
し
て
は
最
初
の
業
績
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
記
述
的
分
析
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
た
重
要
な
推

論
結
果
の
い
く
つ
か
が
検
証
さ
れ
た
。
中
川
君
の
こ
の
研
究
の
持
つ
先
駆

性
に
つ
い
て
は
い
く
ら
高
く
評
価
し
て
も
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る

ま
い
。
こ
と
に
こ
の
論
文
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
計
量
分
析
の
作
業
が
行

わ
れ
て
い
た
当
時
の
開
放
以
前
の
中
国
に
お
い
て
は
わ
が
国
で
入
手
し
得

る
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
に
も
著
し
い
制
約
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
中

で
得
ら
れ
た
数
少
な
い
客
観
的
デ
ー
タ
の
計
量
分
析
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
検

証
に
成
功
し
た
こ
と
は
閉
鎖
的
国
家
に
お
け
る
政
治
分
析
に
お
い
て
も
計

量
的
手
法
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
も

ち
ろ
ん
今
日
に
お
い
て
は
当
時
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
多
く
の
信
頼
で
き

る
客
観
的
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
資
料
を
駆
使
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
包
括
的
で
精
緻
な
中
国
政
治
の
計
量
分
析
が
可
能
で
あ

る
。
中
川
君
の
今
後
の
研
究
課
題
と
な
ろ
う
。

　
た
し
か
に
計
量
分
析
は
今
後
の
中
国
政
治
の
分
析
に
お
い
て
さ
ら
に
多

く
の
豊
か
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は

急
速
に
発
展
し
て
い
る
よ
り
高
度
で
よ
り
洗
練
さ
れ
た
計
量
分
析
の
手
法

を
自
在
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
中
国
の
政
治
研
究
と
い
う
フ

ィ
ー
ル
ド
で
研
究
者
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
た
中
川
君
が
、
計
量
分
析
の

手
法
を
学
び
な
が
ら
こ
れ
を
中
国
政
治
研
究
に
大
胆
に
適
用
し
た
努
力
と

意
義
は
大
き
い
が
、
こ
れ
ら
多
様
な
計
量
的
手
法
に
熟
達
し
、
今
後
の
同

君
の
研
究
に
生
か
す
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
記
述
的

研
究
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
中
国
政
治
研
究
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
洞
察
の
な

か
に
は
計
量
分
析
と
無
縁
に
見
え
る
も
の
も
多
い
。
し
か
し
中
川
君
が
人

事
異
動
と
い
う
質
的
デ
ー
タ
を
量
化
し
、
計
量
分
析
に
成
功
し
た
よ
う
に
、

一
見
計
量
分
析
に
な
じ
ま
な
い
か
に
見
え
る
対
象
に
も
計
量
的
手
法
を
適

用
す
る
可
能
性
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
同
君
の
い
っ
そ
う
の
研
鐙
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
審
査
理
由
に
基
づ
い
て
審
査
員
一
同
、
中
川
昌
郎
君
の

論
文
が
博
士
（
法
学
）
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
の
学
位
に
十
分
な
も
の
と
判

断
す
る
。
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特別記事

　
平
成
五
年
十
二
月
十
七
日

主
査
　
慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

副
査
　
慶
磨
義
塾
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
堀
江
　
　
湛

法
学
博
士
　
山
田
　
辰
雄

法
学
博
士
　
石
川
　
忠
雄
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